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水本 先日、教大協が開催した、教員養成専門職大学院についてのシンポジウム (2004年 12丹 1
日)に参加しました。教員養成専門職大学院の中で、スクールリーターの養成をどうするかという
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亀井 f参加j についてですが、以前、社会科学では「参加j と「参画j という言葉にこだわって






















『学校経営研究』第 30巻 2005 
で問題になっていたのは、学校と地域が合同で行う「まつりj についてでした。このまつりは行わ
れるようになって長いのですが、学校に新しい校長が赴任し、職員会議で論議して、学校は「まつ
りj をやめる決定をしたのですが、これに地域が反対をして、結局は fまつりj をやめようとする
校長の方針が、転換を余儀なくされたということでした。この事例から検討されなければならない
ことは、校長の方針一一一校長としての意思決定や教職員集団との議論の結果ーーが地域によってひ
っくり返される場合もあるということですけど、これが学校にとっていいことなのかどうなのかと
いうことです。
そこで私の主張ですけど、事例を参考にしていえば、学校理事会や学校運営協議会の下に校長を
置くのではなく、あくまで対等にする必要があるということです。校長とそれらとの関係において
は、法的に校長に権限を保障するシステムづくりが必要であると思います。
天笠 学校運営協議会がセットされた学校においてのマネジメント、これが課題となってきている
のではないでしょうか。学校運営協議会を組み込んだ学校のマネジメントとそうでない学校のマネ
ジメントは、どこが同じでどこが違うのか。新しいマネジメントのかたちを描いていく必要がある
のではないか。こういうことも研究の対象になっていくと思うし、必要性も高まっていると思いま
す。というのは、したたかな校長だ、ったら、学校運営協議会を利用して学校を動かすことを考える
だろうし、校長にはそういった発想がなければならないと思います。また、学校運営協議会の法制
度化を新しいマネジメントのスタイルを開発する素材として捉えれば、そうした新しいマネジメン
トが一つの主流を占めることも考えられます。
しかし、一方で重要なことは、今後、学校運営協議会を前提とした新しいマネジメントのスタイ
ルは、校長を励ますものになるのか、新たな権力関係の中で負担感を増大させるものになるのかを
捉えることです。はたして「組織マネジメントj は、校長に新しいマネジメントに耐えうる知を提
供することになるのか吟味する必要があると思います。
平井 親は企業に勤めていて、企業の中で自分はどのように管理されているか、いかに企業に貢献
していかねばならないのかということを自覚しています。その発想を教員に当てはめて、学校は教
員に対して伺もしていないと思うのかもしれない。だからこそ学校は、企業経営に代わるだけの「高
度なJ経営をしているということを説明できないといけないということなのでしょう。説得力を持
たせるのは大変なことですが。
7. まとめ
水本 最後に、今後の学校経営の実践や改革、研究の課題についてどう考えるかについてご発言い
ただいて議論をしめたいと思います。
天笠 環境の変化、教育を取り巻く構造の変化などを踏まえると、従来のような学校経営のスタイ
ルや発想では学校を動かしていけない。この点から、マネジメントが高度化し複雑化することが予
測されます。マネジメントを開発一発想、技法を含めてーする必要があるし、学校は対応をしなけ
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ればならないと思います。
亀井 一つは、カリキュラム・デザインの話が、今日の座談会では議論に出ませんでしたが、学校
経営を論じる場合は重視していただきたいと患います。
もう一つは、学校評価の問題です。評価を細分化し数量化することで評価対象の全体が見えるよ
うになるという考え方は、 20世紀の末に科学論としては否定されつつあるものですが、どういう訳
か教育界では今、この考え方が盛んに用いられています。なにか不思議な感じがします。
青木 自律した校長を支えるシステムの構築に関しては、そのあり方に注目する必要があると思い
ます。校長の発意したものを実践に生かしていけると考えている校長は、まだ少ないように思われ
ます。そうである限り、校長を支えるシステムから目を離してはいけないと思います。
もう一つ、私は品川区で外部評倍委員長として一つの学校を引き受けていますが、区内の校長は
みな評錨に右往左往させられていると見られているようですが、それは違います。逆に、評価を公
表することによってそれを活かして教員を指導し、地域を味方にして学校を運営し、枠予算を上手
に使って、いい学校を創っている校長も結構います。
平井 今まで学校が蓄積してきたものをどのように評価するかを、明確に示さなければならないと
思います。「組織マネジメントjは斬新ではあるのですが、それによって阻害されてしまう従来のシ
ステムがあって、それについて未だ正当な評価がなされていないような気がします。うっかりする
と失われてしまうものもある。その一つは公教育論であって、今の議論では見失われがちです。“エ
コノミズム"や効率性は大事ですが、それらが公教育自体を侵食してしまったら元も子もない。公
教育の大切さを残しながら時代に合わせていく方向性を考えたいと思っています。
小島 今のような改革の時代は、おもしろいと患います。いい時代を生きているなあと思います。
新しい研究分野、学校経営研究の発想を考えさせられます。たとえば学校経営政策などは新しい研
究分野であると考えています。若い研究者にとって重要なことは、政策について敏感になること、
そしてそこから研究的な視角を見出して、外国研究・歴史研究を行っていくことだと患います。
天笠 研究のフロンティア性について。少なくとも自分自身で、何を研究的なフロンティアと自覚
して研究を行うかがひとりひとりに間われていると思います。何を対象として、どのような立場で
研究に望むのか。たしかにおもしろいと思います。
水本 翻って考えると、研究会として、公教育論を扱えるようなメンバーがいるでしょうか。自の
前で進んでいることに引きづられて研究のテーマを設定してしまうと、実はフロンティアではない
ということも起きうる。研究会として豊かな人材を持っているというのは重要であると思いました。
今日の座談会が若い研究者のテーマ設定に生きてきて、それが研究会を豊かにしていくことにつな
がることになるのではないかと思います。
これで座談会を終わります。今日は長時間ありがとうございました。
(2004年 12丹、於:筑波大学学校教育部、記録者福島正行)
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